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従
七
位
重
見
交
太
郎
翁
事
績

翁
は
明
治
十
七
年

一
月
四
日
温
泉
郡
重
信
町
大
字
十
洲
に
生
ま
れ
木
村
に
来
住
酒
造
及
び

林
業
を
以
て
家
業
と
さ
れ
た

軍
籍
は
陸
軍
中
尉
資
性
温
雅
識
見
高
過
頗
る
公
共
心
に
富

み
選
ば
れ
て
村
議
会
議
員
六
期
助
役

一
期
村
長
四
期
教
育
委
員
長

一
期
を

つ
と
め
弛
産
興

業
文
化
の
向
上
村
民
福
祉
の
増
進
に
多
大
の
功
績
を
積
ま
れ
る

一
方
久
万
凶
荒
予
備
組
合

長

一
期
組
合
議
員
七
期
を
つ

t
め
久
万
山
民
積
の
運
営

に
努
力
し
ま
た
大
而
河
観
光
協
会

会
長
と
し
て
観
光
資
源
の
開
発
と
紹
介
に
尽
惑
さ
れ
た
こ
う
し
て
翁
の
村
政
に
参
与
さ

れ
る
こ
と
五
十
余
年
昭
和
三
十
八
年
六
月
八
日
七
十
九
才
で
逝
去
さ
れ
る
ま
で
其
の
生
涯

を
本
村
発
展
の
た
め

に
捧
げ
ら
れ
た
時
恰
も
翁
が
村
長
と
し
て
調
印
し
着
手
さ
れ
た
笠

方
ダ
ム
が
其
の
工
を
了
え
満
々
た
る
水
を
溢
え
つ
当
あ
る
現
在
村
民
感
謝
の
総
意
を
こ
め

て
翁
の
像
を
鋳
り
其
の
温
存
と
高
徳
と
を
永
遠
に
仰
が
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

昭
和
三
十
九
年
二
月
吉
日

而
河
村
村
長

青

木
末
広

謹
識

従

六

位

勲

六

等

菅

広

綱

翁

事

績

翁
は
明
治
二
十
四
年
三
月

一
日
面
河
村
大
字
川
野

菅

福

太

郎

氏

の

二
男
と
し
て
生
ま
れ

幼
少
よ
り
向
学
心
に
燃
え
本
村
立
小
学
校
卒
業
後
川
瀬
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
ぞ
経
て
上

浮
穴
郡
立
臨
時
教
員
養
成
所
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
大
正
三
年
弱
冠
二
十
三
才
で
本
村
収

入
役
に
抜
擢
さ
れ
続
い
て
同
八
年
助

役

同

九

年
二
十
九
才
の
若
さ
で
村
長
に
就
任
さ
れ

た

爾

来
三
期
十
二
年
間
村
有
財
源
の
蓄
積
を
計
る
と
共
に
産
業
振
興

に
寄
与
せ
ら
れ
特

に
而
河
渓
の
開
発
宣
伝
と
村
道
県
道
の
整
備
に
力
を
注
が
れ
た
大
正
十

一
年
よ
り
村
議

会
議
員
六
期
を
勤
め
更
に
昭
和
六
年
よ
り
二
十
八
年
間
の
長
き
に
亘
り
郵
便
局
長
を
勤
め

ら

れ

た

昭

和

二
十
二
年
以
来
県
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
せ
ら
れ
た
が
体
制
を
損
じ
文
教

委
員
長
を
最
後
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
職
を
辞
し
た
昭
和
四
十
四
年
三
月

一
日
七
十
八
才

で
永
眠
さ
れ
る
ま
で
生
涯
の
殆
ど
を
面
河
村
発
展
の
為
に
捧
げ
ら
れ
た
そ
の
御
功
績
が

認
め
ら
れ
従
六
位
勲
六
等
の
追
叙
に
浴
し

た

我

々

村

民
は
翁
の
業
績
を
偲
び
村
庁
舎
竣

工
を
記
念
し
悲
に
胸
像
を
建
立
し
そ
の
遺
徳
を
永
遠
に
称
え
る
も
の
で
あ
る

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
七
日

第
三
十
二
代
而
河
村
長

中
川
鬼
子
太
郎
謹
識

重見丈太郎の胸像と碑文菅広綱の胸像と碑文
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面
河
村
誌
発
刊
に
あ
た
っ
て

家
に
は
家
系
が
あ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
先
祖
を
知
り
地
域
の
ル

l
ツ

を
知
る
こ
と
は
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く
り
の
上
で
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
面
河
村
に
は
、
源
平
の
昔
か
ら
の
平
家
の
落
人
部
落
と
か
、
木
地
師
の
郷
の
物
語
と
か
い
ろ
い
ろ
の
伝
承
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
生
活
様
式
の
近
代
化
に
伴
い
言
い
伝
え
の
伝
承
も
と
だ
え
が
ち
に
な
り
、
な
お
、
村
内
に
お
け
る
史
実
的
な
資
料
も
乏

し
く
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
私
た
ち
は
一
生
身
近
か
な
地
域
の
歴
史
も
知
ら
ず
、
ま
た
、
乏
し
い
資
料
も
散
逸
し
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
多
分
に
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
四
九
年
に
は
村
名
改
称
四
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
住
民
の
間
で
は
村
誌
編
纂
の

気
運
が
急
激
に
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
二
月
に
は
、
三
六
名
か
ら
な
る
面
河
村
誌
編
纂
の
た
め
の
委
員
会
が
発
足
し
、
郷
土
誌
の
権
威
伊
藤
義
一
先
生
を
編
集
顧

問
と
し
て
御
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
初
計
画
し
た
よ
う
に
資
料
の
収
集
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
た
め
に
昭
和
五

発刊にあたって

十
二
年
十
一
月
か
ら
中
川
武
久
氏
を
専
門
委
員
と
し
て
委
嘱
し
編
纂
業
務
を
推
進
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
編
纂
の
大
綱
は

こ
れ
を
二
ニ
の
部
門
に
分
け
①
自
然

②
歴
史
③
人
口
④
交
通
・
通
信
⑤
自
治
⑥
産
業
⑦
観
光
③
特
殊
開
発
③
教
育
⑩
広
報
活
動
⑪
民

族
・
文
化
⑫
生
活
⑬
将
来
の
展
望
と
し
て
構
成
し
編
集
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
人
件
費
等
は
数
次
に
わ
た
り
補
正
に
補
正
を
重
ね

い
ず
れ
も
見
込
が
大
き
く
違
い
、
こ
の
上
さ
ら
に
補
正
す
る
こ
と
は
住
民
感
情
よ
り
し
て
も
好

編
集
に
努
力
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
し
く
な
い
と
い
う
戸
が
議
会
内
部
よ
り
起
こ
り
、
我
々
理
事
者
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
意
見
を
尊
重
す
る
方
針
を
決
定
し
た
の
で
あ
り



発刊にあたって

ま
す
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
未
着
手
の
⑤
自
治
⑥
産
業
⑦
観
光
③
教
育
の
四
部
門
に
つ
い
て
は
、
村
内
学
識
経
験
者
で
あ
る
小
中
学
校
佼

長
先
生
が
た
が
責
任
者
と
な
っ
て
、
昭
和
五
十
四
年
度
を
最
終
目
標
に
是
が
非
で
も
完
結
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
我
が
郷
土
、
特
に
戦
後
急
激
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
我
が
故
里
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
明

し
て
い
く
こ
と
は
た
い
へ
ん
難
し
く
困
難
を
極
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
編
集
を
受
け
持
っ
て

い
た
だ
い
た
各
委
員
や
諸
先
生
が
た

の
積
極
的
御
努
力
が
実
を
結
び

こ
こ
に
本
誌
の
完
結
を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
誌
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
私
た
ち
は
面
河
村
の
過
去
と

現
在
さ
ら
に
将
来
に
思
い
を
致
し
、
正

L
く
面
河
村
を
認
識
す
る
と
と
も
に
先
人
の
残
さ
れ
た
偉
大
な
業
績
を
し
の
び
継
承
し
て
今
後

一

層
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
終
わ
り
に
臨
み
木
誌
の
刊
行
に
当
た
っ
て
編
纂
の
労
を
お
と
り
い
た
だ
き
ま

し
た
編
集
委
員
の
か
た
が
た
並
び
に
資
料
の
提
供
に
積
極
的
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
村
内
外
有
志
の
皆
様
が
た
に
対
し
深
甚
な
る

感
謝
と
敬
意
を
表
わ
し
ま
す
と
と
も
に
、
出
版
に
当
た
り
ま
し
て
は
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
り
っ
ぱ
な
製
本
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
に
対
し
こ
れ
ま
た
深
甚
な
る
感
謝
と
敬
意
を
表
明
致
し
ま
し
て
発
刊
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
二
月

面
河
村
長

中
川

鬼
子
太
郎



発
刊
に
あ
た
っ
て

石
鎚
の
聖
流
郷
我
が
面
河
村
は
、
天
下
に
誇
る
山
渓
の
観
光
地
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
広
大
な
自
然
と
住
民
の
織
り
な
す
地

道
な
文
化
の
遺
産
。

そ
の
御
労
苦
に
対
し
て
深
甚
な
る
感
謝
と
敬
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
O
O年
に
余
る
歴
史
の
中
で
多
く
の
先
人
た
ち
が
、
英
知
と
協
働
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
血
と
汗
の
結
晶
。
私
は

世
の
変
遷
は
必
ず
し
も
陽
の
当
た
る
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曾
有
の
過
疎
に
見
舞
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
豊
か
な
自
然
資
源

を
生
か
し
た
産
業
の
開
発
は
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
度
を
増
し
、
新
し
い
面
河
村
へ
の
脱
皮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
し

い
脱
皮
は
、
先
人
の
偉
大
な
業
績
と
そ
の
志
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
べ
き
私
た
ち
の
任
務
で
あ
り
、
住
民
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
も
あ
り

ま
し
ょ
う
。

明
治
は
遠
く
な
り
ま
し
た
が
芳
紀
正
に
一
九
八

O
年
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
長
年
の
願
望
で
あ
っ
た
村
誌
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
ま
こ
と
に
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

村
の
過
去
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
祖
先
の
辛
苦
を
し
の
び
、
生
活
の
智
恵
と
そ
の
心
を
学
び
、
郷
土
の
よ
さ
を
知
る
こ
と
で
あ
り
ま
し

ト」

h
A
1
J
0

発刊にあたって

ま
た
、
現
在
を
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
は
「
温
故
知
新
」
の
心
、
す
な
わ
ち
過
去
に
お
け
る
業
績
の
価
値
を
認
識
し
て
創
造
の
道
を
見

つ
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、

さ
ら
に
未
来
を
展
望
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
見
つ
け
た
そ
の
道
を
み
ん
な
で
た
く
ま
し
く
歩
い
て
い
く
そ
の
足
で
あ
り
ま
し

ト

ι
〉
円
ノ

O



発刊にあたゥて

こ
こ
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
村
誌
は
ま
た
と
な
い
生
き
た
資
料
で
あ
り
ま
し
て
、
生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
や
、
村
の
発
展
の
た
め
の
指

標
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

村
誌
の
編
集
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
や
、
編
集
の
た
め
に
本
務
の
か
た
わ
ら
日
夜
を
分
か
た
ず
資
料
を
収
集
し
、
ま
と
め

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
か
た
が
た
、
ま
た
、
校
正
や
完
成
の
た
め
に
目
に
見
え
な
い
御
心
労
を
わ
ず
ら
わ
し
た
関
係
者
各
位
に
対
し
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
村
誌
が
、
明
日
か
ら
の
村
民
各
位
の
心
の
糧
と
な
り
、
粋
と
な
っ
て
、
水
と
緑
と
空
気
と
人
が

一
体
と
な
っ
た
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
村
誌
発
刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
二
月

面
河
村
議
会
議
長

菅

定

福



編
集
顧
問
と
し
て

面
河
の
地
は
石
鎚
山
系
の
南
斜
面
に
位
置
し
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
長
年
月
を
経
た
ら
し
く
、

い
つ
の
こ
ろ
か
若
宮
某
と
呼
ぶ
柚
人
が
開

拓
の
斧
を
入
れ
た
と
い
う
口
碑
が
あ
る
。

土
佐
勢
の
侵
入
に
備
え
た
東
明
神
の
大
除
城
が
天
正
十
三
年
に
落
城
し
て
大
野
家
将
士
が
村
内
の
草
原
・
若
山
・
大
成
・
昼
野
・
渋

草
・
土
泥
・
笠
方
等
に
住
み
つ
い
て
い
て
開
発
の
指
導
者
と
な
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
木
地
師
が
入
山
し
て
椀
・
盆
の
類
を
製
作
し
た
と

い
う
記
録
も
あ
る
。

江
戸
時
代
に
表
向
き
は
北
番
村
と
い
う
村
高
九
百
八
石
の
大
村
で
あ
っ
た
が
、
実
は
三
百
七
十
余
年
昔
の
慶
長
十
二
年
に
柏
野
村
・
大

味
川
村
が
成
立
し
、
そ
れ
が
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
で
仙
野
村
を
つ
く
り
、
昭
和
九
年
に
面
河
村
と
な
っ
た
。
村
名
は
名
勝
面
河
渓
か

ら
得
た
が
、
お
も
ご
の
名
は
天
明
年
間
に
松
山
藩
士
加
藤
勘
介
が
面
子
山
御
用
で
登
山
し
た
と
円
光
寺
の
明
月
が
記
録
に
留
め
て
い
る
。

面
河
村
は
久
し
く
文
化
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
心
温
ま
る
民
話
を
育
て
た
山
里
で
あ
る
が
、
近
年
は
石
鎚
・
面
河
渓

・
ダ
ム
と
登
山
に
観
光

に
都
会
人
士
を
集
め
る
新
旧
共
存
の
村
で
あ
り
人
口
流
出
の
悩
み
を
抱
え
た
過
疎
の
村
で
も
あ
る
。
い
ま
村
の
現
実
を
正
確
に
記
録
に
留

編集顧問として

め
る
こ
と
は
今
後
の
発
展
に
資
す
る
の
み
で
な
く
、
今
日
の
典
型
的
な
一
山
村
の
姿
を
見
る
も
の
と
し
て
日
本
的
な
意
義
が
あ
る
。

そ
の
後
役
場
の
機
構
も
変
わ
り
、

私
が
中
川
村
長
か
ら
編
集
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
て
村
を
訪
ね
た
の
は
昭
和
五
十
年
三
月
で
あ
っ
た
が
、

執
筆
の
先
生
が
た
の
転
任
が
あ
っ
て
計
画
が
頓
座
し
、
文
筆
に
優
れ
た
中
川
武
久
氏
が
単
独
で
つ
づ
ら
れ
た
数
年
間
も
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
て
、
教
育
長
高
岡
幸
盛
氏
が
初
志
貫
徹
を
期
し
、
現
任
諸
先
生
の
全
面
的
な
御
協
力
を
得
て
最
終
的
に
ま
と
め
ら

れ
た
。

顧
問
と
は
申
し
条
、
私
は
公
私
多
忙
に
か
ま
け
て
十
分
な
責
務
が
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
所
期
の
と
お
り
本
誌
が
り
っ
ぱ
に
完
成



し
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
、

関
係
各
位
の
御
努
力
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

編集顧問として

昭
和
五
十
五
年
二
月

愛
媛
県
史
編
纂
委
員

伊

藤

義



目

次

発面
刊河
に村
あ誌絵
た発
つ 刊
てに
あ
た
ペ〉

て

口編
集
顧
問
と
し
て

第

一
編
第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

次

第
二
一編

目

第

一
章

第
二
章

自歴

河

菅 中
) I [ 

鬼
子
太
郎

福

定

藤

義

一

面面
河
村
村
議
会
議
長

ネナ

長

愛
媛
県
史
編
纂
委
員

伊

然

位
置

・
面
積

・
地
形
:
:
:

象
・・・
質
:
:
:
・

.

気地

七

動植

二
七

史

藩 古
政代
i時 ・
代中
世

七
ノ1

l 



次

第
三
章

第
四
章

目

第
三
編
第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
編
第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
五
編
第

一
章

第
二
章

第
三
章

明
Jム
fl口

大
期正
期

昭

円

μ
4

木
1

人

口

大
正
期
以
前
の
人
々

太
平
洋
戦
争
後
の
人
口
動
態

海
外
移
住
の
人
々

交
通
・
通
信

駄
馬
の
時
代

県
道
の
開
通

自
動
車
交
通
時
代

郵
便
通
信
業
務

自

ミiム
{口

村村財

議

メー、
-;r::s:; 

。
2 

一
四

O

一
七
五

八
一
九

O

二
O
五

二
一
四

一一一一一一

二
二
九

二
三
五

二
四
九

一
一六

二
六
八



第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
六
編
第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
七
編第一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

次

第
八
編

目

第
一
章

治
安
と
消
防

保

健

衛

生

・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・・
・・
・・・
・・・・・
・・・・・
・・
・・・
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・・
・・
・・
・
二
七
七

社
会
福
祉
・
・
・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・
・・・・・・・・

二
八
七

二
七

産

業

農
林
業
基
盤

三

O

一

土

三
一

O

作
目
の
歴
史

造
林
と
木
材
加
工

養
魚

・
養
鳥

三
一
九

三
七
二

三
七
八

観

光

面
、
河
渓
及
び
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

面
河
ダ
ム
及
び
鼓
ケ
滝
な

三
八
三

四

O
五

土
産
品

・

村
営
観
光
施
設

-・
四

O
八

四

一
O

特
殊
開
発

面
河
ダ

ム

四

一
五

3 



第
二
章

次

第
九
編

目

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
一

O
編

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第

一
一
編

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

教

τ民
円

四
二
二

4 

学
校
教
育
・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・
・・・
・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・
・・・・・・・・
・・
・・・・・
・・・・
・・
・・
・・・
・
四
二
九

社

会

教

育

・
.•
...•.... 

・
:
:
:
:
:
・
・
・
:
・
:
:
・
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
...•..•••• 

・・・:
:
・
••••..•... 

・・・::・
・・
・・
・・・・・・・・
・:
:・・・・
・
四
九
七

教

育

委

員

会

制

度

広
報
活
動

小
走

(
こ
ば
し
り〉

村
営
私
設
電
話

:

広
報
放
送
施
設

:

面
河
村
の
広
報
紙

民
俗

・
文
化

村
落
の
構
造

衣
食
住
の
移
り
変
わ
り

労

{動

風

習

→+-
3三主

五
三
六

五
四
七

五
四
八

五
五

O

五
五
回

五
五
七

五
六

五
九
七

ー./， 



第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第

一
二
編

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第

二
二
編

資

来持

伝文神
社
と
常
夜
燈

寺

堂

六
三
四

六
四
五

六
五

六
六

と

生

活

昔
の
生
活
:
:
・
:

今
の
生
活
:・

ふ
る
さ
と
祭
り

六
七

将
来
の
展
望

|
就
任
中
の
思
い
出
l

五三

f漏
人

名

録

郷
土
歴
史
年
表

七
五
六

次

あ
と
、
が
き

面
河
村
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
人
々

目

-

4

・・・・・・・・
・・七七三

5 





愛媛県上浮穴郡

面河村全図




	面河村誌
	口絵
	面河村誌発刊にあたって　面河村長　中川鬼子太郎
	発刊にあたって　面河村議会議長　菅　福定
	編集顧問として　愛媛県史編纂委員　伊藤義一
	目次
	面河村全図

